
4
1
6
月
の
下
請
債
権
保
全
支
援

北保証サービス

北
海
道
建
設
業
信
用
保
証
一
ス
(
本
社
・
札
幌
、
小
林
健
一
度
4
1
6月
の
「
下
請
債
権

グ
ル
ー
プ
の
北
保
証
サ
l
ピ
一
二
社
長
)
は
、

2
0
1
1年
一
保
全
支
援
事
業
」
の
取
り
扱

い
実
援
を
ま
と
め
た
。
元
請

け
建
設
会
社
が
倒
産
し
た
場

合
に
保
証
金
を
支
払
う
保
証

フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
の
契
約
件

数
が
計
別
件
に
伸
び
、
保
証

金
額
も
8
億
2
0
7万
2
0

0
0円
と
叩
年
度
同
期
の
2

・
8
倍
に
急
増
し
た
。
受
注

競
争
が
激
化
す
る
中
、
し
わ

寄
せ
を
嫌
う
下
請
け
業
者
に

与
信
管
理
の
徹
底
が
浸
透
し

て
い
る
。

北
保
証
サ
ー
ビ
ス
は
、
約

束
手
形
や
売
掛
金
な
ど
の
工

事
代
金
債
権
を
保
証
料
率
の

範
囲
内
で
保
証
す
る
フ
ァ
ク

タ
リ
ン
グ
を
取
り
扱
っ
て
い

る
。
国
土
交
通
省
が
1
次
以

降
の
下
請
け
建
設
会
社
や
資

材
会
社
を
対
象
に
連
鎖
倒
産

を
防
ぐ
た
め
に
創
設
し
、
保

証
制
度
を
拡
充
し
て
い
る
。

4
1
6月
の
内
訳
は
、
手

形
保
証
が
窃
件
、

4
億
1
6

3
2万
5
0
0
0円
で
、
そ

の
う
ち
手
形
割
引
(
現
金
化
)

は
7
件、

3
6
0
3万
7
0

0
0円
を
占
め
る
。
次
い
で

売
掛
金
保
証
は
剖
件
、

2
億

7
8
2
1万
1
0
0
0円。

叩
年
四
月
か
ら
始
め
た
極
度

額
を
支
払
う
枠
保
証
は
、

5

件、

l
億
7
5
3万
5
0
0

0
円
の
実
績
が
あ
る
。

総
額
を
月
別
に
見
る
と
、

4
月
が
お
件
、

2
億
8
9
1

9
万
3
0
0
0円、

5
月
が

別
件
、
2
億
5
3
4
5万
円
、

6
月
が
担
件
、

2
億
5
9
4

2
万
8
0
0
0円
。
い
ず
れ

も
2
億
円
を
突
破
し
、
中
で

も
5
月
は
叩
年
度
同
月
の
7

.
8倍
に
達
し
て
い
る
。

同
社
に
よ
る
と
「
リ
ピ
ー

タ
l
の
利
用
が
多
く
1
社
で

月
に

3
回
使
う
企
業
も
あ

る
」
と
急
増
の
理
由
を
語
り
、

背
景
に
は
受
注
競
争
の
激
化

で
利
益
率
が
下
が
る
中
、
工

事
代
金
な
ど
が
確
実
に
回
収

で
き
る
よ
う
「
信
用
調
査
機

関
な
ど
の
情
報
を
参
考
に
与

信
管
理
が
徹
底
し
て
い
る
。

債
権
の
焦
げ
付
き
が
簡
単
に

穴
埋
め
で
き
な
い
よ
う
な
経

営
環
境
に
あ
る
」
と
厳
し
い

実
態
を
う
か
が
わ
せ
る
。

叩
年
度
の
実
績
は
2
4
9

件
、
沼
億
6
8
3
1万
7
0

0
0円
だ
が
、
こ
の
ま
ま
推

移
す
る
と
日
年
度
実
績
が
前

年
度
を
上
回
る
の
は
確
実
な

勢
い
だ
。

平成23年7月14日　北海道建設新聞（1面）


